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AQP5 mRNA の発現量は副腎摘出によって影響を受けなかった。 LPS 投与により発現量は全
群で減少し、デキサメサゾン、アルドステロン補充の影響を認めなかった。
ENaC-αmRNA の発現量は、副腎摘出による影響を受けなかったが、デキサメサゾン補充ま





















上皮細胞のアクアポリン-5(AQP5)、上皮性ナトリウムチャネルの α サプユニット (ENaC'α) mRNA の発現
を解析した。副腎摘出ラットの循環血襲量は、デキサメサゾン補充のみでは過小となり、アルドステロン補充
のみでは過多となり、両者の存在によって適度に調節されていた。デキサメサゾンのみを補充したラット以外
は LPS 投与により循環血襲量は全群で減少したが、アノレドステロンのみを補充した群のみ Sham 群と同様の













平成 24 年 11 月 27 日，審査委員出席のもとに，学力確認のための試問を行った結果，本人は医学に関する
十分な学力と研究指導能力を有することを確認した。
なお，英学術論文に対する理解力から見て，外国語に対する学力も十分であることを認めた。
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